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研究の要約
新しい算数・数学教育は、 「数学的な見方・考え方を働かせ、数学的な活動を通して、数学的に考えるJというi
資質・能カを育成することを小・中・高一貫教育で実現することを目指している。これを実現する学び方として主l
体的で、対話的な、深い学びが求めている。しかしながら、算数・数学科の教材は、伝統的な定型問題を教材にし！
た課題発見・解決に終始している。変動の時代に対応する真正の学び（OECD、2013）が提言されているものの、 ClJNl
課題（複雑で、見慣れない、非定型課題）の算数教育研究は殆ど進んでいない。そこで、本研究では、 C聞課題に、：
どのように数学的な見方・考え方を働かせてアプローチし、学ぶ目的であるCUN課題を発見し、数学的に考えれば；
よいか、真正の学びをつくる戦略を検討する。
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1 問題の所在
算数教育の改革・改善の指針が示された（学習
指導要領の改訂、 1917）。育成する資質・能力は、
「数学的な見方・考え方」が「数学的に考える」
に改訂され、『数判句な見方・考え方を働かせ、数
学的な活動を通して、数学的に考える」という f道
具J「活動J「資質・能力Jで構成された位置づけ
になっている。また、資質・能力を育成する指導
方法として、 Teachingから Learningへの転換を
図り、新たな学び方として、「主体的な学び」『対
話的な学びJ「深い学びJの3つの学びからなるア
クティブラーニングが推奨されている。
算数科学習指導では従前から問題解決型の授業
モデル（G.Polya, 1946）を足場にして「問題を理解
するJ「計画を立てる』『新子する」「振り返る」と
いうアプローチの学習指導が行われている。この
伝統的なアプローチについては、転移の問題が存
在すると指摘されている。
何世紀にもわたる数学の研究を通して発達した数
学的構造を実践的な問題に応用することを学ばされ
てきました。にもかかわらず、教科書：の問題削塀ける
ようになったとしても、日常生活で出くわす問題を、
たとえそれが数学の授業で解いた問題と似ていたと
しても、解くことが大抵できないのです（Schoenfeld、
1987）。
＊岡山理科大学、岡山大学名誉教授
AIや高度情報化等の進展著しい革新型社会
にあって、伝統的な教科書課題を「問題を理解す
るJr計画を立てるJ「新子するJ「振り返る」とい
う問題解決型の授業モデルに画一的に当てはめて
も、指摘される算数教育に横たわる転移問題を解
消することはできない。学習指導要領が目指す官
数科の学力の達成状況を全国学力調査位018）で
見ても、 A問題（平均正答率、 67.3%）、 B問題（平
均正答率、 51.7%）であり、良好な状況ではないと
診断できる。まして、学習指導要領は最低基準な
ので、草菊避の社会に対応する資質・能力の育成
が実現できているとは到底考えられない。
革新型の社会に対応する資質・能力として、算
数科の授業改善では、資質・能力が「道具J「活動J
f資質・能力Jの3層構造で示され、算数の学び
を構成する学び方も3つの柱で構成され、問題解
決のアプローチも複雑化してきでいるので、新し
く再構成する必要がある。
Freudenthal (1978）は、「算数・数学は既に作
られた教科ではなく、これから作られる教科であ
る」としづ。アクティブ、ラーニングが求める主体
的な学びでは、「自ら課題を見付け、自ら考え、自
ら学び、主榊句に判断し、数学的に活動し、より
よく問題解決するJことが大切である。これは、
子ども自身の学習課題である。同時に、算数担当
の専門家である教師の学習指導力の課題でもある。
子どもとっては、算数を作っていくアプローチの
中で革新型社会に相応しい質的な数学スキルを学
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ぶことであり、教師にとっては質的な数学的スキ
ルを子どもに学ばせる学習指導力を不断に発達さ
せることである。新しい算数科では、「数学的に考
える力Jという資質・能力を如何に育成すればよ
いか、その成否が問われている。これまで算数・
数学教育では、「数学的な見方・考え方」を育成す
るために多くの研究者・耕市が尽力してきたが、
その成果は不明陳のままで、スローガン倒れに終
わった感がある。
この反省から、革新型社会に対応できる創造的
な数学力を育成するため、数学的な見方・考え方
を働かせて課題発見し、その課題を数学的に考え、
発見的解き方を協働的に振り返って質的な創造的
数学力を育むことが強調されている。
創造的数学力を育む算数学びのプロセスを分析
すると、下記のようになると考える。
・事象を数学的な見方・考え方を働かせて数理的
な課題を発見する。
－課題を数学的に考えてアプローチし、数学的活
動を通して、発見的、創造的に解き方を見つけ
る。
－創造的に発見した考えが、数理的に整合性があ
るかどうか樹勤して統合的・発展的に検討し、
質の高い数学的に考えるカにしてし、く。
図l 創造的数学力を育むプロセス
高度に複雑・多様化する革新型の社会に対応す
るため、算数科におし、ても本質的な学びを新子す
る必要がある。数学的な見方・考え方を働かせて、
数学的な解法を発見し、それを振り返って省察す
るが強調させている。しかしながら、もっと重要
な教育的課題は課題発見である。課題は、真の学
びについて方向性付ける機能を有するので、問題
解決以上に重要である。重要だとう認識があるに
もかかわらず、問題解決に呂を奪われ、課題発見
は軽視され続けているという現状にある。
2 真正の学び
( 1) 本当の学び
今日、 AIの発達で人聞が行ってきた仕事が AI
に取って代わられる現実味がリアリティーになっ
ている。算数・数学科は、 AIの発達する革新型社
会に向きあい、適切に対応できるような数学的ス
キルを育むことが社会要請されている。こうした
背景の下、算数教育においては、育成すべき資質・
能力が大きく改訂され、算数の学び方の面におい
ても、数学的活動重視を壷見する「主体的で能動
的な学び（1997) Jや言語活動の充実（2008）を
目指した「対話的な学び」を継続しつつ、「深い学
びJ(2017）にすることが付加された。資質・能力
と学び方とを別々に捉えることなく、両者を結び
付けて、算数の学びの実現を目指すことが大切で、
ある。このように、算数・数学教育では、革新型社
会に相応しいどのような数学的スキルを具体的に
育成するのかを明確にする必要に迫られている。
それにもかかわらず、現状は、基礎・基本重視の観
点から、教科書問題に従って定型課題を提示し、
解法のテクニックを適用し、暗記型の学習に終始
している。創造的で本質的な数学スキルの探究に
挑戦しようとする態度が欠如している。
(2）算数の本節句学び場
ch.wittmanは、子どもだけでなく、線市も成長す
る「本質的学び場Jを提唱している。我が国でも、
算数の学力向上を期して、主体的で、対話的な深い
学びを目指した問題解決学習にすることが重要とし、
う方向性が示され、算数・数学では、下記の問題発見・
解決を通して「数学的に考える力」を伸ばすことを
重視している。この方向性は子どもの算数の学びの
方向性と教師の創造的な授業力の方向性を示してし、
る。子どもがプロセスを通して、創造的数学力を伸
ばすことともに、教師もこのプロセスを通して、算
数・数学の実践的な学習指導力を伸ばす必要がある。
下記の2つの問題解決の過程の内、左のプロセスは
「現実の生活事象を数理的に捉えて、数学的に解
決し、算数で学んだ成果を生活に活用して、算数
の学びを生活に還元すること」を意味する。右の
プロセスは「数量や図形の概念や性質を見いだし、
統合的・発展的に考察し、簡潔、明瞭、的確の観
点から算数の学びを系統的に体系化すること」を
意味している。
図2 数学化の2つのプロセス
本餅句学び場に相応しいアプローチは、「挑戦的に
ヮ ?
事象を観察し、多様な方法で既習の知識と関係付け
て考え、協働的に自分の発見した考えを説明し、話
し合い、新しい知識を応用するJであるという
(ch. witt阻 n.1999）。
ピットマンの提唱する本節句学び場は、課題発見・
解決のプロセスの全部が本節句な場であると示唆し
ていることになる。確かに、問題発見・解決の一連の
プロセスを通して本当の創造的な数学力が育成でき
るのであって、「課題発見J「計画を立てるJ「新子す
る」「振り返って省察するJという個々の学習場が、
一連の学習として連鎖させるようにすることは不可
欠な要素である。しかしながら、→車のプロセスに
おいて、どの学習の揚がコアになるのか、とりわけ、
創瀞句な数学力を育成する本質的学て鴻の成否の鍵
を握る中心的な揚がどこにあるのか不明瞭なのであ
る。本節句学びをつくるにはプロセス全般が重要と
の認識があっても、耕市が手助けし、まさに本節句
な学び場にするここぞという場が捉えられていない
ことになる。例えば、前ページの図 lに示された数
学的見方・考え方を働かせて、数学的に課題発見・
解決の過程が不断なく連鎖することが犬切というけ
れど、どこに本質的学び場を置くべきかを検討し、
明らかにする必要がある。
従前から問題解術品種が覇見されてきた。しかし
ながら、本当にその問題が探究すべき本質的な問題
であるのか、本当に数学的に挑戦してし、く価値が子
どもも耕市も強く意識した課題であったのかについ
て、真撃に取り組んでいなかった反省がある。如何
に問題を解決するか、数学の問題の発見的な解き方
に特化した探究が行われてきた。課題発見は、算数
の本質的な学びを方向付けるものである。教育学で
は「課題は耕市が与える問題」と定義されているが、
能動的な学びの叫ばれている変革型社会にあっては、
「自分で課題を見付けJと提言されている通り、事
象に関わる中で聞いをもち、その聞いを多角的視点
から検討し、数割じされた探究すべき真正の課題を
設定することが大切である。このように考えると、
本質的な学び場は「日常生活や社会の事象を数学化
する」「数学の事象を数学化する」という学びの場が
創造的数学力を発達させる鍵を握ると考える。ピッ
トマンが、「子どもは羽織的状況から初めよ。観察し、
聞いをもつようにJ、「教師は、推測するよう励ます
こと」と提唱している第l段階の本質的学び場に真
正の学びの成否の鍵がある。
(3) α別課題
複雑化、多様化する革新型社会においては、決
まり切った伝統的な定型課題を解決しているだけ
では、高度に複雑・多様化する課題に数学的に対
応仕切れる資質・能力を育成できるものではなく、
不十分である。たとえ、定型課題をいろいろな解
法を考えて解決したとしても、ルーチン化した伝
統的な問題解決の解法を追体験したに過ぎない。
教科書問題を解決できても、日常生活に問題に算
数・数学スキノレを転移できない。
予測することが難しい変革型社会に臨機に対応
する力を育成するためには、複雑で見慣れない非
定型問題（complex、 Unfamiliar and 
Non-routine、Cl別）が不可欠であると提言されてい
る（OECD教育研究改革センター、 2013）。なぜ、
α別問題が算数・数学教育で喫緊の課題になって
いるのかを考えてみる。予測することが困難な革
新型社会においては、人聞はこれまで以上に出会
ったこともない高度化し、複雑で多樹乞した課題
に好むと好まざるとにかかわらず直面すると予測
される。形式的に一面的な見方・考え方を働かせ
ることを強いて解決するような算数の問題解決で
は機能しないことが自明である。算数科において
は、従前通り、定形型の伝統的問題を子どもに与
え、形式的にワンパターン化された数学的思考法
を数学スキルとして育成することに明け暮れてい
たのでは、変動の社会のニーズに応じる真の創造
的な数学力を育成できない。能動的に持続可能な
社会を切り拓く原動力となる数学的な見方や考え
方を創発し、創造的数学力を発達させることが大
切である。こうした真正の算数の学びを方向付け
る本節句学びの第1段階がα別課題の発見である。
3 CUN謂摺をいかに発見するか
(1) α別課題と伝統的課題をつなぐ数学的な
見方・考え方
数学的な見方・考え方を働かせて事象を観察し、
数学化を図る場合、 「日常生活や社会事象」と「数
学の事象」の2つが事象のカテゴリーが示されてい
る。指導の系統性のg齢、算数科の場合、一般的には
ゼロベースから数量や図形の学びが始まるのではな
く、本来は、系統性を踏まえて既習の数量や図形の
学びの発展として、数学の事象の観察することから
新しい課題発見があるはずである。ところが、算数
の学習対象である数量や図形の概念・原理は抽象的
に言語化、記号化されているので、唐突に数学の事
象を取り上げて観察させても、認知の差、習熟度の
差、算数の学び方の差などがあり、特に、到達度の
低い子どもは挑戦的に「数学の事象」を観察させて
も、そこから新しい課題を見いだすことは難しいも
のがある。この状況を脱却するための示唆として、
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伝統的課題とα別課題を寸塞の連続性を示唆するミ
ューラー(Mueller、2001）の考えは参考になる。
－複雑で、見慣れない、非定型型の課題に対して、
標準的な算数の知識とスキルを応用するよう
に、子どもに求める課題である。
－伝統的な課題と真正の課題は、 1つの連続体に
位置づけられる。
図3 伝統的課題と印N課題の関連性
この提案は、 α別課題と伝統課題を別々に捉えた
のでは、真正の課題は複雑で、見慣れない、非定型
課題なので、子どもは解決の糸口さえ見つからず、
真の学びから逃亡しやすい。見慣れない課題に直面
した場合、数学的な見方・考え方を働かせて事象を
多角的・分梢句に観察することの大切さを示唆して
いる。
具体的には、与えられた情報を振り返って既習の
数量の知識や学び方と関連付け、組み立て直したり、
既習の数量や図形の概念や原理と関連付けて系統的
な算数の文脈をつくったりして、なんとか自力で既
習の知識・技能を用いることに挑戦することが重要
である。耕市の重要な役割は、 αJN課題を捉え易く
するために、積極的に既に習っている知識・技能と
系統的な算数の文脈をつくりことを手助けし、動機
づけることである。
(2) α別課題発見の足場
算数の教科書問題は、問題解決に必要な情報を子
どもに分かりやすく、理路整然とミニマムエッセン
シャルに提供している。伝統的な問題解決プロセス
では、その第l段階として『問題を理解すること」
を劃見しているので、すべての子どもが問題を端的
に理解しやすいように、このような教育的j!［＇.慮がさ
れている。高度に複雑・多様化する革新型社会にお
いて、算数教育において、このように短絡的に最小
臨必要な情報を提供するようでは、 「日常生活や社
会事象j f数学（算委紛の事象」から情報収集・選択
して数学化する数学的活動は排除されている。この
ため、教科書の定型型問題における問題理解は、創
造的な数学力を培う数判句活動となっていない。
真正の算数の学びをつくるには、数量や図形の本
質を学ぶ蝦鵡付けが重要である。第1ステージとし
て「挑戦的に事象を観察し、自ら印N課題を発見す
るJまでのアプローチの在り方を究明することが大
切である。挑戦的に事象を観察して数学化し、印N
課題を発見する原動力が数判句な見方・考え方であ
る。複雑で、不慣れな、非定型な事象であればある
ほど、問題場面を理解するための情報の収集・選択
が難しく、 『不備」 「認知の欠落」 「不調和Jが生
まれ、到達度の高い子どもでさえ、理解困難なため、
学びから逃亡しようとする。このため教師は、子ど
もが数学的な見方・考え方を働かせて事象を観察す
るように手助けしなければならない。Torrance(1966) 
が指摘するように、数学の創造性は、このプロセス
を通して、創溜句数学力の形成が始まるので、不調
和を乗り越えさせる必要があるからである。ところ
が、日常事象や社会事象は漢として、数離句事象と
して捉える道のりは簡単ではな川数勃句な見方・
考え方を働かせて事象を観察していくことが重要と
いっても、どんな数学的な見方・考え方を働かせて
いくべきか、子どもも耕市も、皆目見当がつかない
とし、う教師は少なくない。学習指導要領で『愛惜劫句
な見方・考え方を働かせて、・・」と提言されても、
これではスローガン倒れになりかねない。 α別課題
を発見させるためには、下記のα別課題発見の「足
場」が重要である。
－対象とする事象にどんな本質な学びがあるの
か検討し、創造すべき認知やスキルを明確化
すること。
・挑糊句lこ様々な視康から事象に関わっていく
ため、どのような数学的な見方・考え方を働
かせていけばよいのか具体化すること。
「情報の不備」 「認知の欠落J 「不協和」を
意識しながら、 αJN課題発見するまでの文脈
やプロセスを描くこと。
図4α別課題発見の「足場J
4α別課題発見の事伊府究
Silver (1997）は、問題発見は創造性に関連し、
革新的な問題を見つけ出すこと、問題の定義自体を
再検討するも含まれるという。創造的数学力を育成
するきっかけとなるαJN課題は、 「複雑」 「見慣れ
なし、J「非定型Jとし、う 3要素から成り立っている。
こうしたα別課題を開発することが求められている。
新たに開発するのは大変な作業であるが、蜘Iler
(2012）は、伝統的課題とα別課題はlつの連続体
に位置づけられ帽を持つという。この示唆は、必要
な情報を最小限に理路整然提供する伝統的な問題を
幅をもたせる加工することで、 αJN課題にできるこ
とを提言している。αJN課題については、条件不足、
不完全問題、余計な情報を取り込むなど、構成の緩
い問題にし、多様な考え t削造性：流暢性）、異な
る種類の考え t創造性：溺鳴性）など創造的数学力
を育成することが大切である。
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(1）教科書問題からできるα別課題発見
教科書問題も、高度に複雑化・多様化する祖会変
動に応じる工夫をされている。定型型の伝統的課題
に終始しているわけではなく、教師が教科書の意図
を読み取ることが不可欠である。 α別課題発見に相
応しし事象を取り扱っている事例に、第4学年、「お
よその数Jの事例がある。
① 「聾撒lの課題発見の問題点
「概数Iは数学的言語であるが、「およその数」
は日常用語である。ビッグデータを取り扱う社会で
は、詳細な計算処遭に基づく数の把握はAIに任せ、
人聞が行うべきことは、数を大局的に概数捉えて、
見，積もることである。大きな間違いをすることもな
く、大局的に概数で捉えて数甜句処理する能力は、
変革型社会に不可欠な数理的な処理能力の1つであ
る。ところが、 『およその数」の指導では、四捨五
入による概数処謹の技能に特化したスキル指導が行
われている。このため、およその数は、 「四捨五入
の方略を用いて一意決定したlつの数Jと固定的に
捉えさせる指導になっている。これでは概数を目的
に応じて、日常生活や佐会において数理的に処還す
る事象に直面しても、概数の本質を捉えて活用する
ことは期待できない。およその数は、目的に応じて、
範囲のある数として幅を持たせて数を捉えさせる必
要があり、いわば、非定型の数とみることができる。
したがって、概数を学ばせる場合、日常事象や社会
の中で用いられた概数の本質的な目的を読解するこ
とが大切である。
② 非定型な事識との直面
非定型事象として、新聞とテレビでは意図的に参
加者数を異なる数値を取り上げる。これまで多くの、
数割拠還をする場合、一意決定して、答えはlつ
という固定観念をもっ子どもには、認知の欠港、不
調和が生じる。不調和を敏感に感じさせ、意図的に
戸惑わせる非定型な事象を取り上げ、 「疑問J 『聞
いJを倉I踏させるシュチュエーションを設定する。
図5 新聞とテレビ報道
C 新聞とテレビでは同じ日の野球場入場者数
の仕ずなのに、人数が違うよ。（不調和）
C 新聞が正しくて、テレビが違うのではないで
すか。 改日識の欠落）
C テレビが間違ったことはいわないよ。なぜ、
27000人というのかな？
（批判的思考力、 『問い』の生駒
(2) α別課題発見の数学的な見方・考え方
概数（およその数）は、子どもの数感覚に訴えて、
目的に応じて数を大局的に捉えて初めて認知形成で
きる数である。目的に応じて数を大局的に捉えるこ
とは、口で言うほど簡単な作業ではなし、。それは、
目的によって大局的に数を捉える場合、目的によっ
て数の範囲が流動的に動いてしまう非定型的な数だ
からである。捉えどころが感覚的なアバウトな数で
ある。このように捉えどころが難しい「確かな、い
し吻臓な数」を理解するには、数学的な見方・考え
方を働かせ、 「なぜ、 26841ではなく、 27000Jと決
めたのかを多角的視点から検討し、 『問題、不備、
知識の差、欠落要素、不調和に敏感になるプロセス」
(Torrance、1966）を経て、 α別課題は試行錯誤的に
生成される。印N課題を誘発するのは、数学的な見
方・考え方が原動力となる。数学的な見方・考え方
を働かせるというと、あたかも、数学的な見方・考
え方が既に備わっているものと誤解しやす川数学
的な見方・考え方は働かせながら育成するものだと
定義されている（スカーダマリア、 2013）。しかしな
がら、算数教育の専門家でさえ、具榊句にどのよう
な数学的な見方・考え方を働かせればよいのか分か
らないのが現状である。本節句な学ひ鳴を創崩句に
構成するには、複雑で、見慣れない、非定型の事象（間
島を、どのような数学的な見方・考え方を働かせて
いくべきか、あるべき姿を具体的に描くことが不可
欠である。
(3) if思考と仮説検証プロセス
精級数26841とおよその数とする27000との聞に
は「認知の欠落」 「不調和」が生まれ、なぜ、 27000
と表現するのかという疑問を持っても、 α別課題の
入り口に立ったにすぎない。＠：；③ 
26841 27000 
な見点・考え方（叶iat if Not) 
① if思考：もし、 20000や30000だったら
② if思考：もし、 26840だったら
図6 if思考と仮説検証のプロセス
???
① if思考法と仮説の設定
本当は、 26841らしいのに、なぜ、 27000と表す
のかと尋ねると、 「簡単に表した」 「その方が、分
かやすいj と表層的に捉える。表層的に捉えている
というのは、 TV局がなぜ、 27000という数で表した
のか、本節句な概数概念の一部分しか捉えていない
からである。
Silver (1997）は、創造性に関連し、問題の定義
自体を再検討するも含まれるという。この考えに
従えば、簡潔に表現されたとする 27000が、適切
であったかどうかを検証する必要がある。
Stockero & Van Zoest (2013）は、 「授業中の
出来事によって，児童の数学的な考えを拡張・深
化、変容させるため、まさに耕市が指導すべき瞬
間、 PivotalTeaching Moment：門羽）の重要性を提
唱している。円Mは、子ども自身が自分の数の見
方・考え方を振り返って見直し、多角的に分析し、
考察して概数の本質的な見方・考え方に転換する
分岐点となる瞬間があり、親市が介入して手助け
する場面があると示唆している。本当の概数概念
を形成する上で、教師も子どもも成長する瞬間が、
円Mということになる。では、どのような手助け
が弘義なのか。
s. I.ブラウン/M.I.ワルター は、“加iat if Not” 
という数学的な考え方（if思考法）を提唱してい
る。本来は、子どもから創発すべきであるが、“碗iat
if Not”の思考法の経験を有していない場合は無
理である。こうした現状を鑑み、この事例では、
教師が肌at if Not”という数学的な考え方（if
思考法）を用いて、 27000ではなく、もし「20000」
や「30000」だったらどうかと手助けし、仮説を設
定させていく。安易に27000が簡潔な数の表現だ
とする子どもの思い込みを“恥at if Not”の思
考法を用いて、挑戦的に仮説検証させていく。
②対話による仮説検証
協働的な対話活動によって、安易に27000が簡
潔な数の表現だという思い込みを“間iat if Not” 
を用いて、挑戦的に仮説検証させていく。
C 本当だ、 20000とか30000といった方が簡
単で分かりやすいよ。
c 20000と30000では、どっちがいいのかな。
c 30000の方がいいよ。だって20000は26841と
6841も離れている。 30000だと 26841と3159
と離も方が小さい。
c 離れ方が小さい30000の方がいいです。
Cl だったら、なぜ、 30000にしないで27000な
のかな？近し、からですかh 30000の方が分か
りやすいのに。
Clの発言は、目的に応じて概数で簡潔に表現する見
方・考え方を深めるきっかけとなる「問い」である。
この間いをきっかけにして、およその数には、「数
の近さ」と「簡潔な数表現jの両者に関連するア
バウトな「数の範囲Jがあるという概数の本質に
気付かせていくようにする。
c 30000より 27000の方が、 26841に近し、から
27000と表したと思うよ。その方が、詳しい
数になるしね。
C 詳しく表したのか。うーん。でも、詳しくす
ればいいとしづ問題でもない、。もし、 26800
とか268却のように、もっと詳しい数で表し
たら、随分と近い数になるけど、本当にその
方がいいと言えるのかな。
C確かに、 TV局の人が、もし、 26840と言った
ら、 27000よりも 26841に近い数だけど、聞
いてもぱっと分からない。
Cそうだね。26840は26841にうんと近い数だけ
ど、 26841と1しか遣わない複雑な数です。
C26800だと 26841に近い数けれども、 27000
の方が聞いてて分かりやすい。
C TVのアナウンサーは27000が分かりゃすい
と思っているけど、人によって違うよ。
Cどうし、うこと
c 27000でいいと思うけれど、26800とか30000
でも、 26841とあまり離れていなければし、い
といいと思うけど。
以上のようなif思考法と数の簡潔表現の検証プ
ロセスを振り返らせ、 27000という数の本節句気付
きを説明させ、合意形成を図った。
c 27000という数は、初め、分かりやすい数と
考ました。 30000でもいいけれど、 26841
に近い数にしたんだと思います。
C TV局がおよその数で27000と言ったのは、
分かりゃすく、本当の数に近い数で伝えた
かったことが分かりました。
計算指導等で答えはlつという国定的な捉え方
に慣れている子どもに、 厄684をおよその数で
27000と表しますJと指導すると、 27000がおよ
その数と固定的に捉えてしまいやすい。およその
数は、表現の意図によって、ある程度の幅のある
数である。子どもには、まさに、複雑で、不慣れ
な、非定型課題である。
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図7 幅のある数の捉え方
3 結語
革新型社会における新しい算数教育が本格的
に実施されようとしている。新しい算数教育では
数学的な見方・考え方を働かせて、数学的活動を
通して、資質・能力である「数学的に考えるJが
強調されている。では、何に、どのように取り組
ませて学ぶのが適切なのか。着想したのが、変革
型社会には印N課題である。決まり切った教科書
問題では、不十分である。複雑で、不慣れな、非
定型の事象に、まさに、挑戦的に数学的な見方、
考え方を働かせて主榊句に関わっていかないと、
本節句な課題を発見することはできな川 明lat
if Not”の思考法は、日常事象や社会事象を数学
化する上で、創造的に多様なアイデアや異なるア
イデを生成し、真正の学びの課題を生み出す原動
力に数学的な見方・考え方であるという示唆を得
た。
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